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〔研究室紹介〕 第一外科学教室
千葉大学霞学部第 1外科学教室は，前身授の第 1高等
中学校医学部に明治22年 (1889年〉に三輪諮寛教授が赴
任したときに発足したと考えてよい。その後学部改革に
より千葉医学専門学校，千葉医科大学，千葉大学塁学部
と変予今日に及んでいる。大学昇格に際して第 1外科は
高橋信美教授・第2外科は瀬尾貞信教授が主在になら
れ，その後教室は，河合直次教授2 綿貫重推教授，伊藤
建次郎教授と続き，小生が三輪教授より数えて， 6代自
の重責を担っており，さらに多くの先輩・同僚・教室員
を擁し，関連病院も多く，撞めて恵まれてはいるが，反
面大きな責務があると考えている。
従ってこれまでの研究テーマも多岐にわたっていた。
河合教授は日本における胸部外科の草わけであヲ，その
業譲は香月秀雄学長に受けつがれ，現在山口豊教授の賄
藩暁究施設外科となっておることは衆知の還りである。
鶏貫教授は肝・胆道外科を恥むとした消化器外科を開拓
され，卓越した知見，手指手技で多くの業譲を残され
た。
現在の教室の研究テーマは，沼化器外科，心血管外
科，内分謡、外科が主なものであり，多くの先輩，毘俸の
業績があり，これを継承し，さらに大きく進歩させるよ
う努力している。幸い先年新病院の完成，移転iこともな
い，各診療部門の充実，新しい医療機器の充実もあり，
外科手街適応の拡大，術後管理面にも大きな進歩が認め
られつつある。
各研究班の研究内容の概略を紹介すると， t:書記器外科
で、は，損化管・肝胆道界領域の悪性彊蕩患者数が増加し
つつあ担， これらに対し街前稽密診新の必要性からX
線・内視鏡検査・ CT・超音波・紐絶診等を駆使して，
つとめて正確主診断を得られるようにしている。最近 1
年間の潜化器の主な疾患の切除係数を示すと， 胃癌57
例， うち23例， 40%は早期膏癌であ予，大腸癌34訴を切
除している。肝担道捧領域についても，上記の各謹診断
法によって街前に正確な情報が得られるようになワ，手
術に際しては， CじSACCavirton Ultrasonic Surgical 
Aspirator)， レーザーメス等を用い，肝切除，H草頭
十二指腸窃除等に利用し，坊鈴倒数が増加しつつあ
る。
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これらの外科治療を趨行するにあたり，治療成績の向
上，合併症の予防に高カロリー輪液が必要とされ，その
臨床応用と代謝の研究も行なっている。これまで多くの
業績をあげているが，現在はアミノ酸単独投与法が各種
栄養投与法のなかで占める意義および新しい形のエレメ
ンタノレダイエットの開発，脂肪代謝等に検索を進め，よ
りシステム化した栄養管理を行ない，重症患者の外科治
療成議の向上に努力している。
また担癌症例の成績向上を計るべく長期にわたる癌化
学療法を行っているが， JI干南葉への転移掬に対しては， 
microparticle とした制癌剤あるいは angiotensin鉾
用による infusionを行っている。癌化学療法雄行に当
って辻，その感受性を invitro test fこより行って来た
が， 2年前よ!J nude mouseを用いる仇 τ坑ivz'
もf併井せ行い，最小の副作用で最大の効果を挙げるべく努
力をしている。また， hepatic drug-metabolizing en-
zymeの賦活による「強化された祷助化学療法」により
生存率の向上が認められている。免疫学的には諮化器癌
組織より癌欝連投原を抽出し，これを指標としての免疫
療法を行うとともに， NK細胞， AP締結と化学療法・
免疫療法との相関を設索している。
心車管外科の分野では，現在までに約300部の関心術， 
100挺の大血管手備， 300余椀の末捨血管手術を行い，そ
の他人工ペースメ}カー移植手術も 100伊iを越えた。心
手術辻閉鎖式手術痘挺を加えれば 300余伊jに達し， その
約50弘は弁膜疾患， 40%は先天性疾患が占め，弛は冠動
脈疾患などである。 Cardiopleg誌による心筋探護法の
導入によりき関心摘の成績は飛躍的に向上し，昭和53年 
4月以降 110例には手指苑立を認めていないc 研究面で
は，人工血液を用いた心筋保護法の改善，異種生体材料
による人工血管の開発，心エコー法やアンギオグラムの
コンピューター解析による心機能の検討など多設にわた
って研究を進めている。これらの業績の評価があり，宮
内好正勃教授が今回熊本大学医学部第 1外科の教授に昇
任，赴在したことは，大学にとっても教室にとっても謹
めて憂ばしいことである。
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